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火災・救急活動の概要
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１ 火 災 
（１）火災件数と出火率 

☆ 火災は３１件の増加 
平成２４年中に高槻市内で発生した火災は１２０件で、前年の８９件と比べ３１件の増加

となった。 
出火率（人口１万人当たりの出火件数）は３．４で、全国平均（平成２３年中）３．９と

比べ０．５ポイント低い。 
（２）火災種別 

☆ その他の火災が半数以上 
平成２４年中の火災件数のうちその他の火災が６２件で、全火災の半数以上を占めている。

建物火災は４３件で、そのうち住宅関係の火災が２９件であった。 
   建物火災    ４３件（ ３５．８％） 
   林野火災     ５件（  ４．２％） 
   車両火災    １０件（  ８．３％） 
   その他の火災  ６２件（ ５１．７％） 

（３）焼損面積 
☆ 焼損面積は増加 
建物火災は４３件で前年の５０件を下回ったが、焼損床面積は１，４６０平方メートルで、

前年の１，１４４平方メートルに比べ３１６平方メートルの増加となった。 
焼損表面積は４６平方メートルで、前年の２８１平方メートルに比べ２３５平方メートル

減少している。 
（４）損害額 

☆ 損害額は大幅に増加 
平成２４年中の損害額は１億９，２４５万円で、前年の９，６０３万８千円から比較する

と９，６４１万２千円の増加となった。 
１件当たりの損害額は１６０万４千円で、前年の１０７万９千円より５２万５千円の増加

である。 
（５）火災による死傷者 

☆ 死者、負傷者は同数。 
平成２４年中の火災による死者は２人、負傷者は２０人で、前年と同数となった。 
また、負傷者２０人のうち、重症者が１人(前年２人)、中等症者が１人(前年３人)、軽症者 

１８人（前年１５人）である。 
（６）原因別に見た火災発生状況 

☆ ２４年連続１位に放火（疑いを含む） 
ア  平成２４年中の全火災（１２０件）を出火原因別にみると以下のとおりである。 

※  件数割合の％は小数第 2 位を四捨五入 
放火（疑い３７件を含む）   ４５件（３７．５％） 
たばこ            １８件（１５．０％） 
火あそび            ９件（ ７．５％） 
こんろ（天ぷら油の過熱等）   ８件（ ６．７％） 
たき火             ４件（ ３．３％） 
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排気管             ２件（ １．７％） 
溶断機・切断機         ２件（ １．７％） 
電灯・電話等の配線       １件（ ０．８％） 
配線器具             １件（ ０．８％） 
風呂かまど           １件（ ０．８％） 
灯火              １件（ ０．８％） 
電気機器            １件（ ０．８％） 
マッチ・ライター        １件（ ０．８％） 
衝突の火花           １件（ ０．８％） 
不明・調査中          ３件（ ２．５％） 
その他            ２２件（１８．３％） 

イ  建物火災（４３件）を原因別にみると以下のとおりである。 
※  件数割合の％は小数第 2 位を四捨五入 

こんろ（天ぷら油の過熱等）   ８件（１８．６％） 
放火（疑い３件を含む）     ７件（１６．３％） 
たばこ             ５件（１１．６％） 
電灯・電話等の配線       １件（ ２．３％） 
配線器具            １件（ ２．３%） 
火あそび １件（ ２．３％） 
たき火             １件（ ２．３％） 
灯火              １件（ ２．３％） 
電気機器            １件（ ２．３％） 

     溶接機・切断機         １件（ ２．３％） 
     風呂かまど           １件（ ２．３％） 

不明              ３件（ ７．０％） 
その他            １２件（２７．９％） 

（７）まとめ 
☆ 地域住民等に対して防火意識の高揚を図り、より一層の火災予防に取り組む必要がある。 

平成２４年中の火災は、１２０件で前年の８９件に比べ３１件増加している。 
火災種別でみると建物火災が４３件で前年より７件減少したが、工場火災の焼損床面積や

損害額が前年より増加している。 
火災による死者は２人、負傷者は２０人で前年と同数であるが、死者２人はいずれも共同

住宅の火災での犠牲者である。 
出火原因では、「放火（放火の疑い含む）」が１位で４５件、「たばこ」１８件、「火あそび」

９件と続いている。特に１位の「放火（放火の疑い含む）」については、過去２４年連続１位

を占めている。 
今後も、放火犯罪撲滅のため警察との連携、協力体制の強化を行うとともに、各自治会住

民一人ひとりが日頃から建物周辺に可燃物等燃えやすいものを放置しない、放置させない地

域環境と地域内での監視体制の強化等「放火されない環境づくり」を進める。また、防火講

演、消防訓練等を通じて積極的に推進し、あわせて住宅用火災警報器の設置推進を図り、さ

らなる防火意識の高揚を図る必要がある。 
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火災概要（対前年比） 
区  分 単位 平成２４年 

（Ａ） 
平成２３年 

（B） 
増減（Ｃ） 
(A)－(B) 

増減率（％） 
（Ｃ）／（Ｂ）×100 

出火件数 
建物火災 
林野火災 
車両火災 
その他の火災 

 
 
件 

120 
43 

5 
10 
62 

89 
50 

3 
12 
24 

31 
△7 

2 
△2 
38 

34.8 
△14 
66.7 

△16.7 
158.3 

焼損棟数 
 全 焼 
 半 焼 

部分焼 
ぼ や 

 
 
棟 

49 
3 
0 
8 

38 

70 
9 
3 

17 
41 

△21 
△6 
△3 
△9 
△3 

△30 
△66.7 
△100 
△52.9 
△7.3 

焼

損

面

積 

建 
 
物 

床面積 ㎡ 1,460 1,144 316 27.6 

表面積 ㎡ 46 281 △235 △83.6 

林 野 ａ 10 13 △3 △23.1 
死者 人 2 2 0 0 

負傷者 人 20 20 0 0 

り災世帯 
 全 損 
 半 損 
 小 損 

 
世帯 

42 
14 

3 
25 

51 
8 
8 

35 

△9 
6 

△5 
△10 

△17.6 
75 

△62.5 
△28.6 

り災人員 人 93 128 △35 △27.3 
損害額 
 建物 
 林野 
 車両 
 その他 

 
 
千円 

192,450 
172,842 

0 
15,113 
4,495 

96,038 
90,506 

0 
5,087 

445 

96,412 
82,336 

0 
10,026 

4,050 

100.4 
91.0 

0 
197.1 
910.1 

出火率 件 3.４ 2.５ 0.９ 3６ 

年 平成２４年 平成２３年 
 
 
主な火災原因 
 

１ 放火（疑い含む）  ４５件 
２ たばこ       １８件 
３ 火あそび       ９件 
４ こんろ        ８件 
５ たき火        ４件 

１ 放火（疑い含む）  ２６件 
２ こんろ       １３件 
３ たばこ       １０件 
４ 火あそび       ５件 
５ 電灯・電話等の配線  ４件 
５ たき火        ４件 

 
   （※損害額については確定数値ではありません。） 
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２０年 ２１年 ２２年 ２３年 ２４年

116 103 101 89 120
建　物 70 53 50 50 43
林　野 1 3 3 3 5
車　両 7 7 10 12 10
その他 38 40 38 24 62

爆発（再掲）

78 65 77 70 49
4 4 9 9 3
3 1 2 3 0
11 17 14 17 8
60 43 52 41 38

568 581 1,407 1,144 1,460
143 148 197 281 46
10 31 2 13 10
59 54 78 51 42
8 8 13 8 14
2 5 13 8 3
49 41 52 35 25

141 124 196 128 93
40,983 70,355 222,002 96,038 192,450
39,700 59,963 217,382 90,506 172,842

0 0 0 0 0
1,138 9,132 2,060 5,087 15,113
145 1,260 2,560 445 4,495

2 0 6 2 2
0 0 0 0 0
21 21 25 20 20

116 103 101 89 120
68 57 56 58 67
4 3 1 3 2
6 10 2 3 11
34 33 38 23 36
4 0 4 2 4そ　　の　　他

負　傷　者（人）

覚　知　別　件　数

過去５年間の火災状況

その他

死　者
４８時間（人）

３０日（人）

損　害　額（千円）

建　物

林　野

車　両

内
　
訳

内
　
訳

火災報知専用電話（１１９）

加　入　電　話

警　察　電　話

事　後　聞　知

全　損

半　損

小　損

り災人員（人）

内
　
訳

表面積（㎡）

林　野（ａ）

り災世帯（世帯）

焼
損
面
積

建
物

焼損棟数（棟）

区分　　　　　　　　    年別

火災件数

床面積（㎡）

全　焼

半　焼

部分焼

ぼ　や

内　訳

内
　
訳
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2　救　　急  

急病 一般負傷 交通事故 その他
    　　 出場件数を事故種別毎にみると、第１位が急病 11488 2721 1668 2272
　　　で１１，４８８件（６３．３％)、第２位が一般負傷２，７２
　　　１件（１５．０％）、第３位が交通事故１，６６８件（９．
　　　 ２％） の順となっている。（右図参照）
　　　　そのうち、特別救急隊の出場件数は４１７件であ
　　　った。

　　◎　搬送人員は増加
急病 一般負傷 交通事故 その他

10345 2472 1660 1897

軽症 中等症 重症 死亡
10603 5324 283 163

　　　　 平成２４年中の救急出場件数は１８，１４９件で
　　  前年１７，１６９件に比べ９８０件（５．７％)増加した。
　  　   また、１日平均にすると約５０件、約２９分に１回
　 　 の割合で出場したことになる｡

救急出場件数

救急搬送人員

　　　で１０，３４５人（６３．２％）、第２位が一般負傷２，４
　　　７２人(１５．１％)、第３位が交通事故１，６６０人(１０．

　　◎　軽症患者は１０，６０３人

         搬送人員を傷病程度別にみると、依然として軽症患者が多く、全搬送人員の６４．８％を占
      めており、全国平均の５０．４％（平成２３年中）に比べ高い割合を示している。
　　   　このことから日常的に、更には「救急の日」等の諸行事、救命講習会・各広報媒体を通じて、

　　◎　応急手当普及啓発と救急車の正しい使い方をＰＲ
　　　　 平成２４年中の高槻市における救急活動は、前年と比較すると、出場件数・搬送人員とも
      に増加となった。

      応急手当普及啓発と救急車の正しい利用について、市民の方に周知徹底を図る必要がある。

　（４）まとめ

　　　ている。（右図参照）

　　　要しない）が １０，６０３人（６４．８％）で最も多く、
　　　次いで中等症（傷病の程度が重症又は軽症以
　　　外のもの）が ５，３２３人（３２．５％）、重症（傷病
　　　の程度が３週間以上の入院加療を要するもの）

　　　　 平成２４年中の搬送人員１６，３７４人を傷病程
　　　度別にみると、軽症（傷病の程度が入院加療を

　　　１％）の順となっている。（右図参照）

　　　が２８４人（１．７％）、死亡 （初診時において死
　　  亡が確認されたもの）が １６３人 （１．０％）、そ
　　　の他（医師の診断がないもの）が1人の順となっ

　（１）救急出場件数
　　◎　出場件数は増加

　（２）救急搬送人員

　　　　 平成２４年中の搬送人員は１６，３７４人で、前年

症度別搬送人員

　  　救急車で医療機関へ搬送されたことになる。
　 　 　搬送人員を事故種別毎にみると、第１位が急病

　　  １５，５１０人に比べ８６４人（５．６％）増加した。
　　　　 また、１日平均約４５人、市民の約２２人に１人が　

　（３）傷病程度別搬送人員

急病

63.2%

一般負傷

15.1%

交通事故

10.1%

その他

11.6%

救急搬送人員

急病

63.3%

一般負傷

15.0%

交通事故

9.2%

その他

12.5%

救急出場件数

軽症

64.8%

中等症

32.5%

重症

1.7%

死亡

1.0%

傷病程度別搬送人員
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救急概要（対前年比）

区分 出場件数（件） 搬送人員（人）

24　　年 23　　年 増　減 24　　年 23　　年 増　減

18,149 17,169 980 16,374 15,510 864

64 66 △ 2 19 22 △ 3

1 0 1 0 0 0

12 9 3 1 1 0

1,668 1,680 △ 12 1,660 1,696 △ 36

109 100 9 105 95 10

115 89 26 119 89 30

2,721 2,453 268 2,472 2,215 257

108 136 △ 28 89 120 △ 31

207 222 △ 15 130 121 9

11,488 10,941 547 10,345 9,909 436

転院搬送 1,438 1,243 195 1,429 1,237 192

医師搬送 0 0 0 0 0 0

資器材搬送 0 0 0 0 0 0

その他 218 230 △ 12 5 5 0

労働災害

交　通

水　難

急　病

事故種別

合　計

火　災

自然災害

そ

の

他

自損行為

加　害

一般負傷

運動競技
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火災
交通
事故

水難
事故

自然災害
事故

機械に
よる事故

建物等に
よる事故

ガス及び
酸欠事故

その他 合計

6 28 10 0 3 82 0 89 218

6 10 8 0 3 61 0 35 123

1 11 5 0 6 57 0 17 97

（１）警戒・支援出場等

（２）応援出場

（３）その他の災害出場

 ※　表中の△印は減少もしくは負数を表す

寝屋川市 2件 火災出場（淀川左岸河川敷)・救助出場(淀川水難救助)

2件

救急出場（うち特別救急隊出場21件)

救助出場（淀川水難救助）

救急出場

火災出場したが結果誤虚報であったもの

救急等の支援活動

上記以外（怪煙調査・エンジンオイル漏洩等）

応援出場の内容

271件

３  救  助

件数

件数

警戒・支援等の内容

火災危険のあるもの（危険物・ガス漏洩等）

合計

出動件数(件)

活動件数(件)

茨木市

島本町

予防出場

救助人員(人)

４　その他

区分

28件

1件

誤虚報出場

支援出場

その他出場

27件

338件

686件

枚方市

応援先

49件

京都市 2件 火災出場・救急出場

合計 35件

救急出場（名神高速道路）1件
京都府乙訓郡
大山崎町

区分 件数 その他の災害の内容

風水害出場 5件 8月14日集中豪雨及び台風17号による風水害等
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